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見る・見られる・見せる→魅せる！ 
 校長  小菅 みちる 

 

 １０月になりました。石中フェスティバルはたくさんのお客様においでいただき、大盛況

に終わりました。保護者の皆様も、ご協力ありがとうございました。反省点もいくつかあり

ますので、この経験を生かし、今後さらに石中ならではの「おもてなし」を大切にしていき

たいと考えています。 

さて、この約１か月のうちに、石フェス、中間考査、Ａ組の校外学習、２年生の職場体験

報告会、３年生の公費英検などが次々に終わりました。これから１年生は移動教室、学校全

体としてはけやき祭という大きな行事が控えています。そして３年生は具体的な進路につい

て決めていく時期になりますし、２年生は委員会や部活動等で学校の中心となり、Ａ組は連

合スポーツ大会が待ち受けており、それぞれ忙しい毎日になることは間違いありません。 

つまり、一度にいくつものことを同時に処理していく能力が要求されるわけです。勉強す

るためには、きわめて難しい状況があるかもしれません。一般的に私たち人間には弱いとこ

ろがあって、「僕は今この仕事で忙しいから」とか「○○が大変だから」等と言い訳をしてそ

のような立場から逃避してしまいます。しかし、本当はそういう状態の中でこそ、本物の学

力が身についてくるのです。世の中で成功を成し遂げた人は、その悪条件から逃避せずに、

挑戦していったからこそ成功しています。悪条件と思われる機会は、絶好のチャンスである

ことを知っていて、それを活用したのです。そう考えると、この２学期はみなさんにとって

挑戦できるチャンスがたくさん用意されているということです。「自分を鍛えるとき」と受け

止め、みなさんの一層の努力と飛躍を期待します。 

 この絶好のチャンスに、石中生のみなさんにぜひ取り組んでほしいことがあります。それ

は、「見る・見られる・見せる」ことです。 

１年生のみなさんは、上級生をよく「見る」ことで学んでください。石中の先輩のよいと

ころを、しっかりと吸収しましょう。 

２年生のみなさんは、自分たちが「見られる」ことを意識した言動をとりましょう。下級

生はあなたたちを見て学んでいるのです。見られているからこそ成長できることがあるはず

です。 

そして３年生のみなさんは、「見せる」ことが重要です。これまでの学びを仲間とともに存

分に発揮し、下級生に見せてください。そして、「見せる」ことで私たちを魅了してほしいの

です。「見せる」は「魅せる」です。人の心を引き付け、魅力を伝え、感動を与える。３年生

のみなさんなら、きっとできるはずです。けやき祭は、そのよい機会となるでしょう。 

「見る・見られる・見せる→魅せる！」。感動との出会いは、待っていても生まれません。

石中生みんなで主体的に取り組み、感動の２学期をつくりましょう！ 

 

 

 



【狂言教室】 

９月４日（木）５・６時間目、本校体育館にて狂言教室が行われました。これは日本の古典

芸能を味わい、伝統的な文化に親しむ機会として石川台中学校では３年に１度開催していま

す。当日は「則重則秀の会」の方々が公演を行いました。狂言を見るのが初めてだったとい

う生徒も多くいたようで、とても興味深く鑑賞している様子でした。また、狂言の動きを体

験する時間では、代表生徒が壇上で「則重則秀の会」の方々からレクチャーを受け、動きを

披露してくれました。多くの生徒が狂言特有の動きを楽しみながら実演することができまし

た。 

     

 

 

 

 

 

 

 

【スケアードストレイト】 

９月２４日（水）５・６時間目にはセーフティ教室の取り組みとしてスケアードストレイ

トが実施されました。前半には田園調布警察の方による自転車の乗り方に関する講話、また

ボランティア生徒による危険運転の再現が行われ、片手運転やながらスマホを見ながらの運

転などがいかに危ないかと言うことを伝えていただきました。後半にはスタントマンによる

交通事故再現が行われました。自転車と車の接触事故再現では、大きな衝突音と激しく損壊

した自転車の様子に悲鳴が上がるほどでした。生徒の皆さんは事故の恐怖を身に感じ、交通

ルールを守ろうという気持ちをより一層高めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１９日（金）生徒会役員選挙立ち会い演説会が行われ

ました。生徒会役員、各委員会委員長に立候補した生徒は、

９月より朝の挨拶運動に参加したり、お昼の放送の中で演

説を行ったり、選挙公報で自分の公約を伝えたりと様々な

活動を経て選挙当日の立ち会い演説会に臨みました。立候

補者、応援演説者ともに堂々とした演説を行い、全校生徒が

所属する「生徒会」の一員としてこれからの活躍を約束しま

した。 

当選を果たした生徒会役員、委員長の皆さんは公約実現

に向けて活発に活動してくれることでしょう。 

 

 



９月６日（土）２年ぶりとなる石中フェスティバル（以下「石フ

ェス」）が行われました。また、今年の石フェスはコロナ禍以降初

となる、近隣小学校の小学生を招いての石フェスとなり、当日は多

くのお客様が来校し大盛況でした。各部活動の体験ブースでは以下

〈部活体験一覧〉の催しが行われました。父母と教師の会からは、

模擬店、ボーリング、ボールすくい、ワークショップなどのコーナ

ーが開設されました。かわいらしく装飾された各コーナーは大賑わ

いで、絶えずお客さんが並んでいる状態でした。 

小学生に優しく教えたり一緒に活動したりする石中生の皆さんの姿はとても立派で頼もし

く、石フェスの精神「おもてなし」あふれるイベントとなりました。 

〈部活体験一覧〉 

バドミントン部 シャトル打ち！ラリーを体験！ 

吹奏楽部 吹奏楽演奏 

卓球部 中学生とラリーを楽しもう！ 

野球部 ストラックアウト 

陸上競技部 リレーを楽しもう 

硬式テニス部 テニス版ストラックアウト 

演劇部 演劇（２部講演） 

電気工作部 はんだごてで電気工作に挑戦しよう！ 

A組（アクティ部） 玉入れ、輪投げ、フリスビー 

 

 

 KFCプロジェクトで行っていた「ケンちゃんの朝顔」が、ツル

を伸ばし、綺麗な花を咲かせました。今年は猛暑の日々が続きま

したが、そんな中でもケンちゃんの朝顔は力強く成長し、朝には

美しく花を開いています。 

 このことを、種をくださったケンちゃんのお母さん（高田香さ

ん）にお伝えするべく、ＫＦＣでは９月３０日（火）の放課後に

ケンちゃんのお母さんに宛てた手紙を書きました。希望してくれ

た１０名の生徒が、「ケンちゃんの朝顔が花開いたこと」「今日まで水やりなど手入れを欠か

さず行ったこと」などを手紙で伝えました。 

◆ 手紙参加メンバー

１年生 １名      ２年生 ７名      ３年生 ２名 

秋晴れの 10月 2日（木）に A組生徒全員でキッザニア東京に行きました。「協力」を目

標に４つの班に分かれ体験活動をしました。パビリオンをホームページで調べ、体験したい

パビリオンを班で話し合って決め、当日の計画を立てました。銀行口座を開設してから体験

スタート。仕事のユニフォームに着替え、説明を真剣に聞いて仕事にチャレンジしました。

生徒は楽しかったと満足した表情を浮かべ、笑顔がたくさん見られました。今回の活動で、

働くことを身近に感じ、職業への興味が育ってくれることを期待しています。 

 
 



◇表彰の記録◇ 

◆バドミントン部 

令和７年度 第 78回秋季区民スポーツ大会 バドミントン大会（中学の部） 

  男子ダブルス（49組）   第３位    ２年生 ２名 

               ベスト８  ２年生 ２名 

  女子ダブルス（139組）  ベスト８   ２年生 ２名 

令和７年度 大田区中学校バドミントン新人大会    男子団体  第３位 

 

◆大田区立陸上競技選手権大会 

共通男子 走高跳     優勝  ３年  ３年男子 １１０ｍH   ４位  ３年  

共通男子 走幅跳     ６位  ３年  共通男子 走幅跳     ８位  ３年  

１・２年男子 砲丸投   ５位  ２年  １・２年男子 砲丸投   ８位  ２年  

１・２年男子 走高跳   ５位  ２年  共通女子 走高跳     ７位  ２年  

１・２年女子 砲丸投   ７位  ２年  ３年女子 砲丸投     ８位  ３年  

１・２年女子 走高跳   ７位  １年  1・2年女子 １００ｍH  ８位    １年  

 

陸上競技部の活躍を祝し、横断幕が完成しました！正門横の

フェンスに掲げておりますので、ぜひご覧ください。 

 

９月１０日（水）大田区立中学校陸上選手権大会が駒沢陸上競

技場にて開催されました。本校からは多数の代表生徒が参加し、

華々しく活躍をしました！当日は真夏の暑さが残る中、厳しい

戦いとなりましたが、選手の皆さんは暑さを吹き飛ばすかのよ

うに、走り、跳び、投げ、たくさんの活躍をしました。選手の皆

さん、本当にお疲れ様でした。 

◆出場種目一覧 

２年男子 １００ｍ １名 1年女子 １００ｍ ２名 

３年男子 １００ｍ １名 ２年女子 １００ｍ １名 

共通男子 ２００ｍ ２名 ３年女子 １００ｍ ２名 

共通男子 ８００ｍ ２名 共通女子 ２００ｍ ２名 

1年男子 １５００ｍ ２名 1年女子 ８００ｍ １名 

２年男子 １５００ｍ １名 2年女子 ８００ｍ １名 

３年男子 １１０ｍH １名 共通女子 ８００ｍ １名 

１年男子 ４×100ｍR ４名 1・2年女子 １００ｍH １名 

２年男子 ４×100ｍR ４名 ３年女子 １００ｍH １名 

共通男子 ４×100ｍR ４名 １年女子 ４×100ｍR ４名 

１・２年男子 走高跳 １名 ２年女子 ４×100ｍR ４名 

共通男子 走高跳 １名 共通女子 ４×100ｍR ４名 

1・２年男子 走幅跳 

 

２名 
１・２年女子 走高跳 

１名 

共通男子 走幅跳 ２名 共通女子 走高跳 １名 

１・２年男子 砲丸投 ２名 1・２年女子 走幅跳 ２名 

３年男子 砲丸投 ２名 共通女子 走幅跳 ２名 

競技係 ５名 １・２年女子 砲丸投 ２名 

  ３年女子 砲丸投 ２名 



 

 東京都では、「チルドレンファースト」の社会実現をめざし、子供目線に立って制作のバー

ジョンアップを図りながら、子供制作を総合的に推進しています。今年１月に東京都子供政

策連携室では「こども未来アクション２０２５」を策定しました。子供の笑顔があふれる社

会をつくるための東京都の取組です。それらをまとめたリーフレット等のデータがご覧にな

れますので、ぜひ、下のＱＲコードからアクセスしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


